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information　  第39回日本診療放射線技師学術大会（39 thJCRT）
第30回東アジア学術交流大会（30thEACRT）

熊本への道 Go To KUMAMOTO

実行委員長　緒方　隆昭
（一般社団法人熊本県放射線技師会 副会長）

第2回

　今後、このコーナーで熊本の魅力や観光案内があると思いますので、第2回は、皆さまをお迎えする会場について紹
介します。第39回日本診療放射線技師学術大会の会場である熊本城ホールは、複合商業施設であるSAKURA MACHI 
Kumamotoに併設されています。熊本桜町バスターミナルに直結していて、熊本駅や阿蘇くまもと空港へはとてもア
クセスの良い施設です。

　熊本地震から6年を経て、熊本城をはじめホテルや商業施設は徐々に再開しています。陸の玄関口である熊本駅は、
2021年4月に新駅ビルが開業して賑

にぎ

わいを取り戻し、空の玄関口である阿蘇くまもと空港も、国内線/国際線一体の新
たな旅客ターミナルビルが2023年3月にリニューアルを控えていますので、来年の秋においでの際は新しい空港でお
迎えできます。

　併設する複合商業施設の名の由来は、江戸時代、
山桜が多かった‶桜馬場"熊本城二の丸の一部に架
かる桜橋にちなんでいて、熊本城の城下町として熊
本県民に永く親しまれた由緒ある「桜町」という地
名を冠する名称です。熊本城ホールはその施設の左
奥に位置していて、3千人規模の大規模な学会が一
カ所で行える待望の施設として2019年11月にオー
プンした新しい施設です。

　今回の学会は、Web参加者に対しての配信コン
テンツの充実を図りつつ、現地型学術大会の本格的
な復活を目指したハイブリッド開催にしていきたい
と考えています。渡航の再開に伴い30th EACRTも
国内で再開され、たくさんの東アジアの方々がお見
えになると期待しています。皆さまから要望の多い
懇親会も再開します。以前のように、各県から自慢
のお酒を持ち寄ってのにぎやかで楽しい宴を準備し
たいと考えています。

　感染状況の悪化に伴い計画の変更を余儀なくされ
る可能性はまだゼロではありませんが、実行委員一
同、計画通り成し遂げられると信じ、皆さまの記憶
に残る素晴らしい学会になるよう鋭意準備してまい
りますので、ぜひとも現地熊本にご参集賜りますよ
うお願い申し上げます。
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執務時間：月曜日から金曜日の午前9時30分より午後5時30分まで。
ただし、土曜、日曜、休日、祝日、創立記念日（7月13日）および年末年始（12月29日～1月3日）は
執務致しません。

事務所
案内

information
12月・1月の講習会などスケジュールのご案内
■放射線治療分科会生涯教育セミナー（基礎編）： Web開催　　2023年1月22日（日）
■骨関節撮影分科会セミナー： Web開催　　2023年1月27日（金）
■画像等手術支援認定講習会： Web開催　　2023年1月29日（日）

【e-ラーニング（ストリーミング方式）】

■告示研修（基礎研修） 2021年7月31日（土）午前0時から申し込み受け付け
※お申し込み成立の日から告示研修終了まで何度でも視聴いただけます。

■認定資格失効者講習会（在宅）

2022年12月20日（火）午後11時59分まで申し込み受け付け
※お申し込み成立の日から2023年1月28日（土）まで何度でも視聴いただけます。

■  放射線診療に従事する者に対する診療用
放射線の安全管理のための研修

■オンラインセミナー（在宅）
・ラダーレベル1、2
・マネジメントラダーレベル3

■ Ai認定講習会

「業務拡大に伴う統一講習会」「診療放射線技師基礎講習 基礎技術コース（会場型）」「告示研修（実技研修）」の開催日程につきましては、
ホームページで随時更新しておりますので、そちらをご参照ください。

■「業務拡大に伴う統一講習会」開催日程：www.jart.jp/activity/lifelong_study/2022_schedule.html
■「診療放射線技師基礎講習 基礎技術コース（会場型）」開催日程：www.jart.jp/activity/lifelong_study/ib0rgt00000081c3.html
■「告示研修（実技研修）」開催日程：www.jart.jp/activity/lifelong_study/kokuji_schedule_2022.html

　無事に兵庫（神戸）の大会を成功裏に終わらせることができ
ましたのは、会員の皆さまのご尽力と分科会や各種学会の皆さ
まから協力いただいたおかげです。また多くのことを助けてい
ただき、心より感謝申し上げます。メリットが多い大会になる
ように、『タスク・シフト/シェアに伴う業務拡大を推進しよう』
をテーマに、日々の問題点など多くのことを学べ、皆さまの疑
問に思ってることが確信に変わった大会になったと感じていま
す。
　県内の病院からも「技師の静脈注射が始まった」「アンギオ
での医師のアシストをしています」との声を聞き、仕事の幅を
広げることで『成長』を実感できる状況が理解でき、さらなる
業務拡大の必要性も感じました。
　大会を始める前はかなり不安もありましたが、皆さまの温か
い包容力と多大な協力が得られると信じていましたので、何と
か終了へとたどり着けたと思っています。

　（診療）放射線技師会を通じ、方向性が同じ多くの先輩方と
接し感じたのが『成長計画』です。今回の大会の計画・プラン
は2年ほど前から始まっていますが、人生には5年・10年先を
考えたプランが絶対必要だということです。最近、管理職など
の経験を生かした『セカンドキャリア』という言葉をよく耳に
します。もちろん今の業務が充実し、ずっと継続可能なら問題
はないのですが、どういった状況になるか分かりませんし、ま
たさらなる能力の可能性がある方も多くいると思います。目指
すキャリアをかなえるための道筋『キャリアパス』を考えてお
かなければ、専門的な技師としての成功はないと感じました。
　最後に、大会では無理なお願いをすることも多々ありました
が、いつも快くお引き受けいただきましたことに重ねてお礼申
し上げ、これからも多くの皆さまと別のプロジェクトでご一緒
できますことを楽しみに、さらなる活発な事業展開を期待した
いと思います。 （文責：後藤 吉弘）

五 感 f i v e  s e n s e sシリーズ・連載
s e r i e s  s e r i a l i z a t i o n学 術 大 会が 終わり、 伝えたい思い


